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健康科学専攻 ／ 看護学分野
授業科目 

看護倫理学特論 

授業の概要
看護倫理における中⼼的命題は、ケアがいかにあるべきかを探ることにある。本特論では、まず医療における倫理的問題や課題を明確にする。
ついで、倫理的判断のもととなる⼈間観、倫理的判断基準の多角的考察、決断するための倫理的考察について学ぶ。倫理的な葛藤に対して⾃⼰
の判断に基づいた態度と⾏動がとれるように、また問題や葛藤を解決していくために臨床の事例をとおして専門的な対応を探求する。

授業の目的
専門看護師の役割機能である倫理的調整を学び、倫理的意思決定について考究していく姿勢を培う。医療における倫理的問題と課題を明確に
し、専門看護師の責任である倫理的意思決定のための⽅策を事例をとおして考究する。これらをとおして倫理的問題に対する感受性を⾼める。

学習目標
１．看護ケアに内包される倫理について説明できる。
２．看護ケアにおける倫理的課題を指摘できる。
３．看護ケアにおける倫理的意思決定について考察する。
４．終末期・⽣殖医療・患者の⾃⼰決定における看護ケアと倫理について考察する。
５．看護職の倫理的責任について理解できる。
６．看護職の専門的な対応について考察する。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
レポート50％、プレゼンテーション50％

履修上の留意点
専門看護師の役割としての倫理調整について考察してほしい。

オフィスアワー・連絡先 
連絡先 tukamoto@nuhw.ac.jp 授業に対する質問はメールでお尋ね下さい。

担当教員名
塚本 康⼦、 下⼭ 博⼦、 ⼭⼝ 典⼦

対象学年 1 対象学科 保健学・ 健康科学・ 社会福祉学・ 医療情報

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 看護倫理と医療倫理 講義 塚本 康⼦

2 看護実践と倫理、看護ケアにおける倫理的課題 講義・演習 塚本 康⼦

3 出⽣前診断における倫理的課題と看護ケア 講義・演習 塚本 康⼦

4 看護倫理の基本原則 講義・演習 塚本 康⼦

5 終末期にあるがん患者の治療法の選択 講義・演習 塚本 康⼦

6 ⾼齢者の治療における意思決定と倫理 ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

7 患者の⾃⼰決定と看護ケア ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

8 患者の⾃⼰決定と看護ケア ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

9 終末期における倫理的課題と看護ケア ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

10 ⼈⼯妊娠中絶と看護倫理 ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

11 障害児の治療と治療中⽌の看護倫理 ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

12 患者の⾃⼰決定権と看護倫理 ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

13 患者の⾃⼰決定権と看護倫理 ロールプレイ・演習 塚本 康⼦

14 看護倫理学のまとめ 講義・演習 塚本 康⼦

15 看護倫理学のまとめ 講義・演習 塚本 康⼦

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 適宜指定する

参考書 看護倫理ー理論・実践・研究 アンJ.デーヴィス監修 ⽇看協出版会

その他の資料


